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見附商工会では、産地ブランド「MITSUKE KNIT」を展開しています。 

この度、レディース 6ブランドを、パリで開催されるサロン WHO'S NEXT「PRIVATE」に出展します。 

また、国内においては、国立代々木競技場第一体育館で開される rooms26「地場産エリア」に出展します。 

 

■「MITSUKE KNIT」コンセプト 

 

見附市は新潟県のほぼ中央に位置し、古くから繊維の町として栄えてきました。 

特に、ニット製品では日本を代表する産地のひとつであり、いつの時代でも技

術革新を繰り返しながら、日本のファッションを支えてきました。 

このプロジェクトは、見附産地の確かな技術力と物づくりへの熱い思い、そし

て経験豊富な職人と世界へ羽ばたく才能豊かなクリエーターが出会うことによ

り新しいファッションの扉を開きます。 

 

■出展への想い 

 

見附市は繊維産業(織物・ニット)の町として、繊維関連業種の集積による総合技術力により発展してきた町

であり、裾野の広い繊維産業は地域経済を回す原動力でした。 

ニット産業は、平成 10年頃より海外製品(特に中国製品)の流入過多により売上額が減少する中、ニットメ

ーカーは海外製品との差別化を図るため、技術力・品質力を高め、アパレルから高級ブランドを中心に、直接

OEM 生産の受注を請負う生産方式へと切り替え対応しました。 

しかし、バブル崩壊後の国内需要の低迷及び円高の進行により、ニット製品の国内生産が 3%程度まで減少

した現在においては、見附産地としてもニット生産額は最盛期の約 1/6まで減少し非常に厳しい状況となって

います。 

また、百貨店の低迷が続くなど、既存販路の崩壊が今後予想されるため、OEM生産で培われた技術力・品質

力とあわせてデザイン力の強化を図り、独自ブランドの商品展開によりセレクトショップ等へ直接卸していく

ほか、海外展開も含めた新たな販路開拓を図る必要性が生じています。 

OEM 生産からの一部脱却を図り、直接卸しを行なう新販路開拓においては、国内・海外ともにブランド力が

必要であり、ブランド構築にむけた取組みは、結果として OEM生産・ODM生産の拡大を誘発し、好循環をもた

らすことが、イタリアの中小企業で実証されています。 

このような状況の中、見附商工会では、企画提案を強化していく中でデザイン力を強化するとともに、ブラ

ンドを創造するために若手デザイナーと提携し、さらなるイノベーションを目指し、オリジナルブランド

「MITSUKE KNIT」を立ち上げ、2011AWコレクションを発表しました。 

 MITSUKE KNITコレクションは、ニッターの傑出した技術力・品質力と、若い日本のクリエーターの斬新で

ファッショナブルなアイディアが融合して創られています。 

ブランド構築においては、フランスパリでのブランド化が最も効果的であるとの判断から、この度 WHO'S 

NEXTへ出展します。 

また引き続き、国内において開催される rooms26に出展することにより、より一層の PR効果を高めたいと 

考えています。 

 

 

WHO‘S NEXT PARIS（１月１９日～２２日） 

並びに rooms26(２月１２日～１４日)に MITSUKE KNIT 出展 

 



■「WHO'S NEXT」について  http://www.whosnext.com/ 

 

            WHO'S NEXTは、ファッショナブルで現代的で若々しいサロンを生み出すことを目

的として創設された民間の服飾サロンです。トレンドに重点を置いたこのサロンは、

芸術表現の交流の場として存在しています。別々に開催していた WHO'S NEXT見本市、

プルミエールクラス、プレタポルテ・パリ展示会が１つとなり、新たな WHO'S NEXT 

PARISとして展開され、ファッション業界関係者にとって欠かせない展示会の１つと

なっています。 

             

 

 

 

■「rooms26」について   http://www.roomsroom.com/ 

 

 roomsは、日本のファッション、デザインの発展と、世界への発信を目指して 2000 年より年に 2回、日本

で最も早い時期に東京で開催されるファッションを中心とした合同展示会です。現在までに合計 25回の開催

を数え、商品はレディス・メンズウェア、デニム系アイテム、アクセサリー、周辺雑貨、さらにはアート関連

など多岐にわたります。 

 

■「WHO'S NEXTご来場案内」                        ■ ニットメーカー＆ブランド 

 

Our stand No. is HALL3.2  PRIVATE  J84 

 

A few photos of MITSUKE KNIT AW2013 collection 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【見附商工会 概要】  ―――――――――――――――――――――――――――――― 

団   体   名    見附商工会 

所   在   地    新潟県見附市本町 1-4-41 

代   表   者    会長 小林弘昌（こばやし ひろまさ） 

設        立    1961年 4月 

見附商工会 URL     http://www.mitsuke.or.jp  

MITSUKE KNIT URL   http://www.mitsukeknit.jp 

――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 
 

 【お問合せ】 

見附商工会 経営支援室 室長代理 坂井敏昭(さかい としあき) 

TEL：0258-62-1365   FAX：0258-63-1656 

E-mail：  sakai-toshiaki@shinsyoren.or.jp  
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